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意見聴取結果についてのお知らせ  

 

 

税務行政につきましては、日ごろからご協力いただきありがとうございます。 

さて、下記の納税者の申告書に添付された税理士法第３３条の２第１項又は第２項に

規定する書面に記載された事項に関し、あなた（貴法人）に税理士法第３５条第１項の

規定による意見聴取を行った結果、当該納税者に係る申告（平成  年分    税）

について、特に問題とすべき事項は認められず、現在までのところ調査は行わないこと

としましたので、お知らせします。 

なお、後日、申告内容について新たな疑問等が生じた場合には、調査を行うこともあ

りますので、その際には改めてご協力をお願いいたします。 

記 

納税者名                                    

 
納税地等                                    

 
 
 
 

担当者 
 

電話  －  － 

内線（    ） 

様 



 

意見聴取結果についてのお知らせ 

 

１ 使用目的 

「意見聴取結果についてのお知らせ」は、意見聴取によって調査の必要性がないと認めら

れた場合に、税理士等に対し現時点では調査に移行しない旨を書面により通知する際に使用

する。 

 

２ 記載要領 

 ⑴ 「平成   年分   税」欄 

意見聴取を行った事案に係る年分及び税目を記載する。 

 ⑵ 「納税者名」及び「納税地等」欄 

   添付書面の「依頼者」欄の「氏名又は名称」及び「住所又は事務所の所在地」欄に記載

された氏名及び住所を転記する。 

 

 


